
白石島農泊推進協議会

古民家を改修したcafe ＫUa外観 島内産品使用の地産地消ヴィーガンメニュー

経 緯

○白石島は人口400人弱、高齢化
率は70％超。夏場は海水浴場な
どの集客で一時的に島が活性化
するが、夏場以外は食事をする
場所も限られている。

そこで交流人口増と滞在長期
化を目指し、地域おこし協力隊を
中心に地域住民組織と協力して
農泊事業に取り組む。

取組内容

○築100年以上の古民家を改修し、「cafe
KUa」を整備。市内で唯一の国際交流施設
である「白石島国際交流ヴィラ」と２つの拠
点を生かして、国内外の観光客を白石島
に呼び込み、農泊で長期滞在を促している。

○島内に点在していたトレッキング体験ツ
アーなどの体験コンテンツの窓口を一本化。

○島内で採れた食材をカフェで使用しており、
15品を超える地産地消メニューの開発。

活動の効果

○協議会設立により、島内の各種団体が連携し、年間を通じて観光客が滞在中に地
域資源を活用した食事や体験、宿泊ができる仕組みを構築。新型コロナウイルス感
染症の影響で来島者は激減したが、カフェ利用者は倍増。

笠岡市白石島572 Ｔｅｌ： 080-4953-4456

応募団体からのアピール・メッセージ

岡山県笠岡市

コロナ禍において、海外旅行に抵抗がある方でも、白石島国際交流ヴィラでは利用
客や管理人等の外国人と交流することができる。

また、ワーケーションの拠点として、農業体験やマリンアクティビティの体験を通じて
農山漁村の魅力を最大限感じてもらいたい。

～島カフェでおもてなし～cafe KUa～

しらいしじまのうはくすいしんきょうぎかい

地産地消農業
かさおか

５ 農泊
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NPO法人 海の校舎大島東小

教室がアトリエに 校舎開放日、屋上から海を望める

経 緯

○風情ある木造校舎で目の前に海が
広がる大島東小学校が廃校になる
ことを知った市内在住のクリエー
ターが、地元の住民組織や市に工
房としての活用を働きかけた。

○地域住民の思いと一致し、市から
賃借する形でシェアアトリエとして
令和３年７月に再スタート。

取組内容

○廃校になった小学校の教室を10事業者が
シェアアトリエとして活用。

○令和３年12月、令和４年４月にはマルシェ
「うみの市」を開催。シェアアトリエ入居者
や市内外の店舗が雑貨や食品を販売。

○令和４年２月からアトリエの作業風景の見
学や製品の購入ができる「開放日」を月に
１度開設。

活動の効果

○廃校の活用では、同じ建物に異業種のアトリエを設けることで事業者間で情報交換
や相談する機会も多く、コラボレーション商品が開発されるなどの独創的な発想が生
まれる空間となっている。

○マルシェの開催では、人口1,156人（令和４年６月末）の大島中地区に、４日間で5,000
人以上が訪れるなど、大島地区の関係人口の増加に大きく寄与している。（関係人
口の増加 令和２年：250人→令和４年見込：4,500人）

○マルシェには、地域住民や地域運営組織が地元産品の出店やボランティアスタッフ
として関わり、大島地区の活性化に貢献している。

笠岡市大島中2553 MAIL: info@uminokousha.com

応募団体からのアピール・メッセージ

岡山県笠岡市

本取組は、大島地区が一体となって地区を活性化させるために立ち上げたプロジェ
クト。建物や施設の維持管理費の確保等課題は多々あるが、今後は子供たちに「もの
づくり」に触れることができる場の提供など、新しい取組も進めていきたい。

～瀬戸内沿いの木造校舎をシェアアトリエに～

ほうじん う み こ う し ゃ お お し ま ひ が ししょう

関係人口の
創出

企業との連携
かさおか

６ 移住・定住

応募用紙の写真
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レッドライスカンパニー株式会社

赤米田植えイベント（市内の親子が対象） 台湾の百貨店での岡山フェアに出店

経 緯

○東京での岡山県の認知度の低さ
に衝撃を受け、岡山県をＰＲする
ため特産品である赤米を使用した
商品展開を目指し起業。

○加工品の価格を抑えるため、自社
でも栽培を開始。

○地元の子供などへ赤米を周知す
るため様々なイベントを開催。

取組内容

○赤米の神饌にて古代より使われている「総
社赤米」の遺伝子を継承した「あかおにも
ち」を生産。赤米の栄養成分をアピールし
た商品の開発・販売など６次産業化を実践。

○平成30年から学校給食に赤米を導入。現
在、月１回市内の小中学校に提供。

○アジア圏へ桃ネクター、米国へ甘酒を輸出
し、輸出先国の高所得者層から注目。

活動の効果

○赤米保存会と連携し、大学などにＤＮＡ解析や機能性分析を依頼。赤米甘酒や赤米
粉で着色料不使用の紅白餅は、健康志向の高い消費者から人気。

○農家から規格外の果実を集荷し、フルーツ甘酒等の加工・販売を行い、農家の新た
な売り先及び足の早い果実を県外にPRする手段となり、岡山県果樹農業にも貢献。

○平成27年から様々なイベントを開催し、多くの人の参加とともにメディアが多数訪問
するなど、新たな観光資源を創出。

総社市上原162-2 Ｔｅｌ： 0866-90-3117

応募団体からのアピール・メッセージ

岡山県総社市

赤米を地元に根付いたものにし、子供たちが伝統ある「宝」として認識し、今後も守っ
ていこうという意識を醸成するため、食育活動などに積極的に貢献していきたい。

～岡山の赤米を地域の財産に、そして世界へ～

かぶしきがいしゃ

輸出６次産業化
そうじゃ

７ 伝統の継承
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岡山県立高梁城南高等学校

高梁城南高校 プロジェクトメンバー 開発商品の販売会

経 緯

○２年前、吉備中央町出身の本校
生徒が吉備中央産の地域資源で
あるブルーベリーを町外へ広く伝
えるためプロジェクトを立ち上げた。

○現在は、そのプロジェクトを後輩
が引継ぎ、産官学連携による吉備
中央産ブルーベリーの商品開発
及び普及活動に取り組んでいる。

取組内容

○町外の多様な購買層をターゲットにするた
め、これまで廃棄されていたブルーベリー
の葉を利用した紅茶セットなど複数の商品
を開発した。

○他校と連携しながら、更なる商品開発と両
校の知恵や販路の活用により、短期間に
多くの地域で販売した。

○ブルーベリーの観光農園のロゴ作成や体
験型メニューの考案を行った。

活動の効果

○生食での利用が中心だったブルーベリーを加工することで保存性が向上し、他地域
での販売が可能となり、産地のＰＲに貢献した。

○両校での情報発信や連携先企業の協力により多くのメディアに取り上げられ知名度
の向上に貢献した。

○連携先高校と生産農家の繁忙期に協働で摘み取りを行うことで、農家の労働力不足
を解消し、所得向上に貢献した。摘み取りに町外から多くの人が来ることで地域活性
化につながった。

高梁市原田北町1216-1 Ｔｅｌ： 0866-22-2237

応募団体からのアピール・メッセージ

岡山県高梁市

多くの生徒が吉備中央町の地域資源を再発見し、さらなる価値の創出に向け活動を
行っている。多くの人と連携し吉備中央町で活動した経験は、多感な高校生にとって一
生の宝となり、郷土愛を育むことにつながるであろう。

～Berry happyを全国へ～

おかやまけんりつたかはしじょうなんこうとうがっこう

学生・若者の
活躍

農業
たかはし

８ 企業との連携

応募用紙の写真

奨励賞
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東鶴山地区を元気にする協議会

ふるさとサロン「花しょうぶ祭り」へ子供園の園児を招待

経 緯

○少子高齢化が進み、空き家や耕
作放棄地が増加し、山林の管理
も問題化。

○集落機能の維持・強化や地域の
活性化を目的に「おかやま元気
集落」に登録し、空き家対策や６
次産業化に取り組み、人口の減
少を食い止めたいと協議会を設
立（平成27年）。

取組内容

○耕作放棄地に花しょうぶを植え付け、「花しょうぶ
祭り」（６月）では小学生や子供園の園児と交流。

○耕作放棄地を整備し、栗、タケノコを栽培。小学
生には栗拾い体験を実施。地元で採れた白ニン
ニクを黒ニンニクに加工するなど、地元の農産物
を加工・販売し、６次産業化にも取り組む。

○週５日の軽食喫茶や月１回の「ふるさとサロン」を
開催し、地元住民の憩いの場を提供するとともに
地元の栗や野菜などの加工品を販売。

○当該地区の道路のゴミ収集やガードレール清掃
の実施、地域活動（運動会等）への参加。

活動の効果

○コロナ禍により、令和２年度以降のイベントは再開できていないが、それまでは、イベ
ントの参加者が増加するなど、地域内外の交流が活発化。併せて地元産の果物や
野菜を使った加工品の製造・販売をすることで、地域活性化への意識が向上。

○女性部会会員がふるさとサロン等を開催し、野菜や加工品を販売することにより、女
性・高齢者が活躍。

備前市佐山1592-1 Ｔｅｌ： 0869-65-8201

応募団体からのアピール・メッセージ

岡山県備前市

サロンなどのイベントの開催に加え、地域内外のイベントに積極的に参加し、地域住
民や会員相互の交流・連携をより活発化していきたい。

６次産業化に積極的に取り組み、地域の特産品作りや魅力発信を行うことで、耕作
放棄地や空き家の増加に歯止めをかけたい。

海や山や里などの豊かな自然環境を活かし、若年層の定住化、子育てしやすい環
境形成に取り組み、人口の減少を食い止めたい。

～ふるさと再生 女性・高齢者の活躍～

ひがしつるやまちく げんき きょうぎかい

女性の活躍食育・教育
びぜん

高齢者の活躍９
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一般社団法人 みんなでびぜん

一般参加 アマモ保全活動 アマモ花枝採取

経 緯

○昭和60年から日生町漁業協同
組合が取り組むアマモ場再生活
動に、地元小中高生や消費者
団体が参画し、活動が拡大。

○平成28年、アマモサミットin備前
の開催を契機に当法人を設立。

○令和３年９月、海を身近に感じ
体験を通じて学べる拠点として、
「渚の交番ひなせうみラボ」を
オープン。

取組内容

○日生町漁業協同組合の活動に参加したアマ
モ花枝の採取。

○海の大切さをなどを学ぶアマモ場のモニタリ
ング、日生諸島の周遊、シーカヤック体験。

○マイクロプラスチックの学習、海岸清掃や海
ゴミを使ったアートクラフト作りなどのワーク
ショップの開催。

○子供を中心とした団体、県内外の研修生や
修学旅行生などに海洋教育や海洋体験を
実施。

活動の効果

○「渚の交番ひなせうみラボ」を拠点に小中高生の海洋教育、地域資源を生かしたま
ちづくりを推進することで、子供たちが海に接し、直面する海洋問題などについて考
える機会が生まれている。

○活動を通して漁業者などの大人と次世代を担う子供たちとの新たな交流が行われて
いる。

備前市日生町日生3518－5 Ｔｅｌ： 0869-72-2000

応募団体からのアピール・メッセージ

岡山県備前市

環境問題として、特に海の問題について、子供たちの未来に向けてできることを住
民や子供・親たちと一緒に考えることで、当地域での子育てを魅力的なものにして、地
域の活性化につなげていきたい。

将来、「渚の交番ひなせうみラボ」が海洋教育の象徴となるように多面的な取り組
みを実施していきたい。

～未来と人を繋げる里海づくり～

環境保全
びぜん

10 教育機関との
連携

いっぱんしゃだんほうじん
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FARM RESORT あわのわ（東粟倉農泊推進協議会）

一棟貸しの宿 福屋 ロゴマーク

経 緯

○平成27年、地域おこし協力隊と
して東粟倉地区に赴任した隊員
が農家民泊をスタート。その宿
を中心に地域を巡るツアーを定
期的に開催。

○令和元年、活動を一層推進する
ため、農業や川魚養殖業者、観
光協会等と連携した農泊推進協
議会を結成。

取組内容

○個人事業主が連携し、東粟倉地区全体
を体験フィールドとして、宿泊型の農村リ
ゾートを展開。

○一棟貸しの宿で味わうグランピングや屋
外シアター（蔵シネマ）など、新たなプロ
グラムを開発。

○新しく作成したロゴマークには、地域の名
前にもなった粟（あわ）がつながり合い、
あわくらが続いていく、そんな思いを表現。

活動の効果

○メディア等で取り上げられることも増え、令和４年はJTB発行の「今泊まり
たい一棟貸しの宿100」に掲載された。

○グランピングを取り入れたことで、若者グループやファミリー層の利用が増
えた。

○田舎らしさ、おしゃれさ、快適さを備えた「いいとこどりの施設」として他
地域との差別化を図り、コロナ禍においても宿泊者数の増加につながった。

美作市後山1431-1 Ｔｅｌ： 090-1181-7851

応募団体からのアピール・メッセージ

岡山県美作市

今後は、地域内の空き家を活かした新たな宿泊施設の開業、棚田景観を活かした棚
田夕日ツアーなども展開していきたい。

～岡山のてっぺんでグランピング×田舎体験～

関係人口の
創出

農泊11 地産地消

（今後の計画）棚田夕日ツアー

みまさか

ふぁーむ りぞーと ひがしあわくらのうはくすいしんきょうぎかい
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一般財団法人矢掛町観光交流推進機構

さつま芋掘り体験 カブトムシのつかみ取り

経 緯

○矢掛町の羽無（はなし）地区は、
過疎化が進み、古き良き日本の
農村地域であるにもかかわらず、
来訪者はほとんどいない状況。

○地域住民とともに美しい自然環
境を守りつつ、あわせて地域活
性化を図るため、宿泊施設など
を整備。

取組内容

○既存のキャンプ場に加え、宿泊施設とキャ
ンピングトレーラーを設置し、多様なスタイ
ルの農泊に対応。

○畑や栗園も整備し、農業体験や自然体験
イベントを実施。マイクロツーリズム、学生
交流事業等の受入を開始。

○農業体験での農産物の作付や収穫等の作
業については、地域住民が説明・指導を行
い、来訪者と交流を実践。

活動の効果

○多様なスタイルの農泊を可能にし、令和３年のキャンプ場の利用者は、令和２年に
比べて３倍近く増加。

○利用人数の増加とともに地域住民の協力度もあがり、住民による道路の整備や草
刈り等、地域全体の美化が促進。

○農業体験では、農産物の作付・収穫等で利用者と農家とのコミュニケーションが取
れ、お互いが接する貴重な機会を創出。

小田郡矢掛町矢掛1989 Ｔｅｌ： 0866-83-0001 

応募団体からのアピール・メッセージ

岡山県矢掛町

安心して利用できる穴場のキャンプ場・宿泊施設・農泊体験として今後も展開すると
ともに、はなしの里の認知度の向上と矢掛町の農産物の需要拡大に向けＰＲに務め
ていく。

～矢掛町の桃源郷で体験する、古き良き日本の田舎～

高齢者の活躍
やかげ

農村文化体験12

いっぱんざいだんほうじん やかげちょうかんこうこうりゅうすいしんきこう

農泊
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岡山県立勝間田高等学校

生徒による野菜作り 地元小学生を招いた交流イベント

経 緯

○令和２年、農業の魅力を伝えるた
め、関係機関の協力の下、地元で
活躍する農業者にインタビューを
行い、SNSで情報発信を始める。

○令和３年、勝央町役場前の町所有
農地の作り手がなく、遊休地にな
るところ、町から学校に農地利用
の声かけがあった。

取組内容

○農業クラブ役員（本校生徒）が中心とな
り、作り手がいなくなった町所有の農地
を草刈り、耕うんなどを行い、様々な野
菜を栽培。

〇地元小学生、未就学児童やその保護者を
招待し、収穫交流イベントを楽しく開催。

〇関係者の協力を得て、こうした本校の活
動をSNSで情報発信。

活動の効果

○農業クラブ役員が中心となり、作り手がいなくなった農地で野菜作りに取り組
むことで、耕作放棄地の解消という大きな問題解決につながった。

○季節ごとに収穫交流イベントを行うことで、子供たちに農業の魅力や大切さを
伝えることができた。

〇口コミで活動が伝わり、東日本大震災の過酷な環境を生き延びた「ど根性ひま
わり」を植えてほしいとの依頼があるなど、活動の輪が少しずつ広がっている。

勝田郡勝央町勝間田47 Ｔｅｌ： 0868-38-3168

応募団体からのアピール・メッセージ

岡山県勝央町

今後は、農作物の販路を確保し、活動を循環的に運営していくとともに、もっと多くの
人を巻き込み、大きな波をつくり、元気な町作りの一環として進め、全国に発信していき
たい。

～全集中で発信！農業チャーム～

学生・若者の
活躍

荒廃農地対策13 食育・教育
しょうおう

おかやまけんりつかつまだこうとうがっこう
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上籾みろく農場協議会

復元した「上籾棚田」の風景 棚田を見渡せる「上籾棚田テラス 籾庵」

経 緯

○「日本の棚田百選」に選定され
た上籾棚田は、その後、高齢化
と担い手不足で耕作放棄地が増
加。

〇平成27年、上籾棚田を中心とし
た美しい里山を取り戻したいと
いう思いのもと、上籾自治会と
㈱パソナグループが中心となり、
「上籾みろく農場協議会」を設
立。

取組内容

○耕作放棄地が目立っていた上籾地区の中
央の棚田（14,000㎡）を復元。継続して
棚田の管理と農作業を実施。

○復元した棚田を見渡せる古民家カフェは、
令和３年夏に「上籾棚田テラス籾庵」と
してリニューアルオープン。併せて、地
元の農産物を使った新メニューを開発・
提供。

○藁文化継承の取組「巨大藁アート」や
SDGsをテーマにしたセミナーなどを開催。

活動の効果

○棚田の復元を実現し、昔の美しい景観を取り戻したことで、多くの棚田ファ
ンが県内外から訪れるようになった。

○「上籾棚田テラス 籾庵」のリニューアルオープンにより、来客者数、売上げ
が大幅に増加した。

○棚田の復元事業とレストラン事業により、新たな地元雇用を創出した。

久米郡久米南町上籾1300-1 Ｔｅｌ： 090-3465-9245

応募団体からのアピール・メッセージ

岡山県久米南町

「黄金の谷」と呼ばれた棚田の復元事業を継続、美しい日本の原風景と農村文
化を次の世代に引き継いでいきたい。

～「黄金の谷」と呼ばれた棚田を今に蘇らせる！～

農村環境・
景観保全

６次産業化14 棚田保全
くめなん

かみもみ のうじょうきょうぎかい
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田中 美津子

農家民宿 みっちゃん 夫婦 夏休みに大阪から農家民宿に来た親子

経 緯

○おもてなしや接客が好きなことも
あり、吉備中央町地産地消推進
協議会の会員として、町内の保
育園児を対象とした食育事業に
参加。

○当該事業を通じて、子供たちと
のふれあいに力を入れて活動を
行うようになる中、農家民宿に
興味を持ち、開業（平成28年）。

取組内容

○野菜は自家菜園やご近所で採れたものを使
い、「みそ」「しょうゆ」は手作りするなど、農
家民宿で食べる食材はすべて地元産にこだ
わり、都会の人が忘れがちな採れたての新
鮮な野菜で作る田舎料理を提供。

○家庭環境など特殊な事情で不登校になって
いる子供たちの里親として、面倒をみるとと
もに復学も支援。

○コロナ禍で、県内の学校を中心としたPR活
動と新たな体験コンテンツを開発中。

活動の効果

○ありきたりな日常、田園風景、食を活用した農家民宿経営や農村体験プログラムを
通じた「また会いたくなるまちづくり」の実践により、コロナ禍の前までは、宿泊数、教
育旅行受入学校数とも増加傾向（令和３年度から回復傾向）。

加賀郡吉備中央町豊野1-2 Ｔｅｌ： 0866-54-1301

応募者からのアピール・メッセージ

岡山県吉備中央町

幅広い年代・国の方々との文化的な交流により、親睦を深めていきたい。
宿泊客に「第２のふるさと」と思ってもらうことで、いつか吉備中央町への移住につな
がることを目指している。

～おふくろの味を堪能したけりゃ、来てみられ～

地産地消農泊
きびちゅうおう

15 農村文化体験

たなか みつこ
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吉備中央町農家民宿推進協議会

特産品収穫体験の様子 民宿内の様子

経 緯

○農業者の高齢化、都市部
への人口流失による農業
後継者不足などの課題が
拡大。

○町の持つ豊かな自然と田
舎に暮らす人々の豊かな
温もりを生かした特有の
観光資源を発信するため、
協議会を設立（平成27年）。

取組内容

○各農家民宿が連携して受け入れできる体制を整
備し、「田舎のおじいちゃん・おばあちゃんに会う
ツアー」や「SDGs体験プログラム」などを提供する
農家民宿を核とした体験型教育旅行を実施。

○海外の教育旅行生や首都圏関西圏の教育旅行
の受入れが難しくなる中、県内の学校を中心にＰ
Ｒを行い、新たな体験型コンテンツの開発を実施。

○地元への愛着感が高まりＵターンしてもらえるよう、
町内外の小中学校を対象に食育推進や農業体
験などを実施。

活動の効果

○地域のありきたりな日常、人、田園風景、食を活用した農家民宿や農村体験プログ
ラムを通じて、訪れた人にとって、かけがえのない体験となるよう、「また会いたくなる
まちづくり」に取り組むことにより、コロナ禍の前までは、宿泊数、教育旅行受入学校
数とも増加傾向（令和３年度から回復傾向）。

加賀郡吉備中央町豊野1-2 Ｔｅｌ： 0866-54-1301

応募団体からのアピール・メッセージ

岡山県吉備中央町

農家民宿や地域資源を活用した体験型・滞在型観光を推進するとともに、国内外教
育旅行の誘致による交流滞在人口・関係人口の増加と地域経済の活性化に取り組ん
でいく。

農家民宿経営が農閑期の副収入として確立されたことから、町内において農家民宿
宿新規開業者の増加を目指す。

～ 家族として受け入れる～

きびちゅうおうちょうのうかみんしゅくすいしんきょうぎかい

農泊
きびちゅうおう

16 農村文化体験 地産地消
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ブッポウソウ吉備中央町会

ブッポウソウ観察小屋「横山様」 フォトコンテスト表彰式及び講演会

経 緯

○ブッポウソウ（野鳥）の保護活動の
拡大に伴い、観察者の増加とともに
町民とのトラブルが増加。

○問題解決のために、観察所を整備
し、より積極的な保護活動と、ブッポ
ウソウを通じた地域おこしを行うべく
会を発足（平成28年）。

取組内容

○町内に約70個の巣箱を設置・管理し、成
育状況調査や年に一度の清掃活動を
実施。

○ライブカメラによる巣箱内部の様子等の
情報発信や、写真・絵画等のコンテスト
を開催するなど普及啓発を実施。

活動の効果

○高齢者が積極的に参加・活躍するとともに、小学生向けの出前講座や一緒に巣箱
づくりを行うことで、子供たちのブッポウソウへの関心が増大。

○美しい里山の景色を背景に、至近距離で観察・撮影ができることから、愛鳥家や野
鳥写真家が多数訪問。

○会の積極的な活動により、ブッポウソウは町の夏の風物詩として、町民にとって非常
に身近な存在となり、令和元年には「町の鳥」に制定。

加賀郡吉備中央町豊野1-2 Ｔｅｌ： 0866-54-1301

応募団体からのアピール・メッセージ

岡山県吉備中央町

巣箱の維持管理を継続し、個体数の増加を目指すとともに、野鳥の会や研究機関と
連携し、環境保全と生態調査に努める。

観察所への来所者を積極的に受け入れ、「ブッポウソウ観察所日本一」や吉備中央
町の豊かな自然を広く町内外にＰＲしていく。

地元の子供たちがブッポウソウを通して地域へ愛着が持てるよう啓発を行っていく。

～日本一！森の宝石・ブッポウソウに会える町～

きびちゅうおうちょうかい

希少生物保護高齢者の活躍
きびちゅうおう 関係人口の

創出17
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